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壊変と放射線 

放射性物質は不安定 

安定 

1ベクレル 1秒間1個壊変 

10ベクレル 1秒間10個壊変 

1秒間に1個 
物質が変化（壊変） 
=1ベクレル（Bq） 

エネルギーを 
放射線として放出 

安定 

放射性物質 

　放射性物質は、エネルギー的に不安定な状態にあります。そこで、余分なエネルギー
を出して、安定な状態に変わろうとします。このエネルギーを放射線として放出しま
す。
　放射能の強さを定量的に表す時に、ベクレルという単位を使います。1ベクレルは
「1秒間に 1個原子核が変化（壊変）する｣ 量です。原子核が変化する際に放射線を
出すことが多いので、ベクレルが放射線を出す能力の単位となっています。例えば岩
石の放射能が 1ベクレルであった場合、岩石に含まれている放射性物質の原子核は、
1秒間に 1個変化することを意味します。10ベクレルであれば、1秒間に 10個変化
することになります。
　放射性物質の原子核が変化し、放射線を出してエネルギー的に安定になれば、もう
放射線を出さなくなります。
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放射性物質 半減期 
放射線を出す能力（放射能）の減り方 
最初の状態 

（不安定な原子核が並んでいる） 

半減期の2倍の時間が経過     
は200個 は100個（最初の半分） 

は50個(最初の1/4） は25個（最初の1/8） 

半減期の3倍の時間が経過 

半減期分の時間が経過 

　放射線を出すことでエネルギー的に安定な状態となった物質はもう放射線は出しま
せん。時間がたてば放射性物質の量が減り、放射能も弱まります。こうして放射能が
弱まり、はじめの半分になるまでの時間のことを半減期と呼びます。放射性物質の減
り方と半減期の関係を絵で見てみます。
　もともと 200 個の放射性物質があったとします。半減期分の時間が経過する間に、
約 100 個の放射性物質は放射線を出し、別の物質に変化します。残り約 100 個は放
射性物質のままです。
　次に、半減期の 2倍の時間が経過する間に残りの約 100 個の放射性物質のうち約
50 個は放射線を出し、別の物質になります。結果的に放射性物質は約 50 個（元の
約 4分の 1）までに減ります。さらに半減期の 3倍の時間が経過した時点で、放射
性物質の量は元々の約 8分の 1に減少します。
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